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答申の骨子案 

 

答申については、以下に示した方針に基づき記載することを検討。 

「１ 変更の適否」、「２ 理由等」及び「３ 今後の課題」の構成とする。 

 

１ 変更の適否 

 日本標準職業分類の変更に対する統計基準部会の適否を明らかにする。  

諮問内容から修正があった箇所は、修正内容及びその理由を「２ 理由等」

に明示する。 

【答申の方向性】 

 統計基準部会の審議結果は、「おおむね適当である」とし、以下の「２ 理

由等」及び「３ 今後の課題」により、改定案の修正箇所を明示するなど、

統計基準部会での指摘事項を整理する。 

 

２ 理由等 

「（１）一般原則及び留意事項に関する事項」、「（２）分類項目に関する事

項」及び「(３) 前回（第５回改定）の統計委員会の答申における指摘事項へ

の対応」の構成により作成する。 

 

（１）一般原則及び留意事項に関する事項 

改定案に対する統計基準部会の適否を明らかにする。 

諮問内容から修正があった箇所は、ただし書きでその旨を記載し、具体の

修正箇所を明示する。 

【答申の方向性】 

 統計基準部会の審議結果は、「適当である」とする。 

 

（２）分類項目に関する事項 

分類項目の新設、分類項目名の変更及び分類項目の再編等の項目単位で、

改定案に対する統計基準部会の適否を明らにする。 

諮問内容から修正があった箇所は、ただし書きでその旨を記載し、具体の

修正箇所を明示する。 

【答申の方向性】 

統計基準部会の審議結果は、「おおむね適当である」とし、資料２に基づき、

以下の修正箇所を明示する。 

   ・新大分類Ｄ「法務・経営・教育等専門職業従事者」の項目名称等の見直し 
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（３）前回（第５回改定）の統計委員会の答申における指摘事項への対応 

指摘事項及びその対応を表形式で整理し、それらに対する統計基準部会の

適否を明らかにする。 

【答申の方向性】 

統計基準部会の審議結果は、「適当である」とする。 

指摘事項 対応 

大分類Ｆ「保安職業従事者」のうち自衛

官・警察官・海上保安官・消防員については、

昭和 35 年の日本標準職業分類制定以来、管

理者等を分離した分類項目とはなっていな

い。一方、現在の国際標準分類等では管理者

等を分離した分類項目となっている。 

 今回の諮問は、近年の社会情勢の中にお

ける日本標準職業分類の重要性に鑑み、早

期に統計基準として設定しようとするもの

であるが、国際標準分類及び諸外国の分類

においても管理的職業等とそれ以外の分離

の基準が区々であることや、当該職業では

特殊な職位名称が多く報告者負担を増加さ

せる可能性があること、などに鑑み、今回の

改定においてこの点について結論を得るこ

とは困難であり、時間をかけて検討する必

要がある。 

国際標準職業分類では、軍人が従事する

職務の多くは、医師、通信士等の民間職業

と類似しているが、国際比較の目的のため、

軍人に関するデータはできる限り「大分類

Ｏ 軍人」に含まれる職業に分類されるべき

とされていることから、我が国の職業分類

もそれにならい、自衛官であるものは職務

の内容のいかんにかかわらず、現行の大分

類Ｆ「保安職業従事者」に分類されてきた。 

 仮に、職務の内容に応じて分類項目を適

用する場合、各種統計調査において、自衛

官の多種・多様な職務がどの程度明らかに

されるのか不透明であることなどから、引

き続き同大分類に分類することとした（同

じく現行の大分類Ｆ「保安職業従事者」に

属する警察官等についても、自衛官と同様

の取扱いとする）。 

今回の職業分類は、国際比較性の向上や

産業分類から独立したものとすることなど

を目指しているが、個人の仕事の内容が欧

米ほど明確化されていない状況などから、

それを徹底させることが現実的でないと判

断した部分もあり、今後の実査における状

況等を見つつ、この点についてもさらに検

討していく必要がある。 

今回の改定では、国際標準職業分類にな

らい、「課業」（tasks and duties）、「職務」

（job）、「職業」（occupation）といった定義

を見直した上で、課業（作業や任務）の遂行

に必要となる知識や技能などの類似性を考

慮して、その職業が一般的に行うことを整

理するなど、職務の内容を可能な限り見え

る化し、分類項目を設定した。 

 

３ 今後の課題 

統計基準部会で審議している「次回改定に向けた検討課題（案）について」

に基づき、整理する。 

【答申の方向性】 

資料３に基づき、以下の事項について今後の課題を整理する。 

・説明内容の充実 
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・継続的な検討 

・分類項目と分類体系の見直し 

 

※ 本方針で記載している「１ 変更の適否」等の項目名称及び答申の方向性は、

いずれも現時点での案であり、今後変更がありうる。
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（参考：前回改定時の答申） 
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